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チューリヅプ球根の貯蔵に関する研究

第2報 貯蔵期問について

吉野蕃人（附属農場）

　　　　　　　　Sh1geto　Yos亘IN0

Stud－1es　on　the　Storage　Cond－1t1ons　of　Tu11p　Bu1b

　　　　（2）w1th　regard－to　stormg　Per1od

緒　　　　　　　言

　チューリップの種球貯蔵条件として，日本の球根産地

の夏季温度及び湿度は共に高遇ぎ不良な環境である。そ

こで先に筆者は第1報においてチューリップ球根の生産

力を高める種球の貯蔵には20oCの温度と60％の空中湿

度下に置くことが適していることを報告した．今回俸こ

れを実用化するに必要な経蹄的貯蔵期間を知るために本

実験を行なった．本実験を行なうに当り格別の御指導，

御援助を戴いた長坂助教授に深く謝思を表する．

実験材料及び方法

　1％0年島根農科大学附属神西砂丘農場で生産した

W1111a狐p1村の仕上球（120±059〉を用い，第1

図の処理区分によりそれぞれの期間20◎C，60％の低温

乾燥貯蔵を行ない他の期間は室温下に置いた。室温の最

高，最低痘度は第1図に示した通りである．このように

貯蔵した各区の球根を／1月1目一斉に神西砂丘農場の実

験圃場に檀付を行なった．施肥量は10a当り窒素18晦・

燐酸14晦・加里28晦とし，えの他の管理は一般栽培基準

によった．

　調査は貯蔵期間中3回にわたって各処理区の減量歩合

を調ぺ，植付後は1ケ月毎に各区10株ずつを掘り上げ、

地上部の生育，球根の肥大及び母球並びに仔球の炭水化

物の消長について調査を行なった．収量調査には1区50

球の2区制とし，炭水化物の測定はBERTRAND法により

定量した．

実験結果及び考察

　1．母球の滅量率（第2図）

　貯蔵処理開始後1ケ月の8月20目には，室温貯蔵の6

区の減量最も甚だしく7．7％を示し，次いで8月5目よ

り低温乾燥貯蔵を行なった4区，5区が4．5％程度であ
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　　7ポ　　曾　月　　　　9　目

　　　　　第1図貯蔵区分と貯蔵場所の温度

　り，7月20目より低温乾燥貯蔵に入った1区，2区，ろ

区が共にグノレープとなって1．2～1．8％の減量率を示し

た．これが9月／0日には最も減量の甚だしいのは6区で

あるのに変りは無いが，8月20日低温乾燥貯蔵を終って

室温にかえした3区が，4区，5区のグノレープと一緒に

なったのが変っていた。続いて総ての区が低温乾燥貯蔵

を終った9月30目には，6区の9．5％の減量率が最も大

きく，続いて3区，4区，5区が7．5～7．9％であり、1

区が7．0％，2区が6．5％であった。ごめように9月30目

まで低温乾燥貯蔵したものよりも9月10目に低温乾燥貯
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　　　　　　第2図母球の減量率
蔵を終了した区の方が減量率が少ないのは，9月中旬よ

りの最低気温は度々／5oCを示し平均室温が20．Cを割

り，一方空中湿度は処理申の区より高いために生じた緒

果と思われる．’このように母球の減量率からみて，高温

多湿期に入る前即ち梅雨あげと共に低温乾燥貯蔵をする

ことが母球の損耗を少なくしている．次に低温乾燥貯蔵

．の終了期は最低平均温度が20叩を割らないよう

な高温期に行なったのでは折角のそれまでの損耗

防止の効果も薄らぐ結果となってしまう．そこで

これ等の結果から母球損耗防止の実用的終了期は

最低温度が15．Cを示す時期である9月10日頃を
目安一とすれぱよい、

　2　花芽の生育と開花期（第3図）

　各区間のNoseの伸長差は1月25目頃より生じ

始め，発芽期に当る2月25日には2区最もよく伸

長し，1区，4区がこれに続ぎ，さらに3区，6

区、5区が一グノレープとなρて続いている。花長

はNoseとほぽ比例して伸長するものであり，丁

度葉問に蕾の見えて未る4月4目にはその差がか

なりはっきりとし，4月／5日には／区，2区が最

も花長が長く，I3区がこれ午続き4区，5区，6

区の順となった、この差はそのまま開花期とも関

係し，2区が4月12日，／区が13日，3区が16

日，4区が／7目，5区，6区が18日の開花目とな

り，その問開花期に6日間も差を生じ，それだげ

2区は生長周期を繰上げた結果となって来た。

　3．葉の生育（第4図）

　葉長の方には第1報で報告したと同様に，各処
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理区間の差がはっぎりと現われていない。しかし葉巾に
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　　　　　　第5図球根の肥大

おいては，はっきりとした差が生じ2区は展葉始

期にあ走る3月25目すでに他区との問に差を生

じ，その後も他区に此較して巾広く．4月25目に

は7．8o例に達し1区を除く他区より約18％程度も

葉巾が広くなった．葉巾が広いことはと、りもなお

さず葉面積の増大を意昧しており，同化能力を甚

だよくし引いては貯蔵養分の蓄積に好結果をもた

らす原因となっている、

　4．球根の肥大（第5図）

　発芽期である2月25目までは新しい球根の肥大

も遅々としており従って各区間の差も殆んど判ら

ない．しかし展葉始期である3月25日にはそれぞ

れ差を生じ始め，球根肥大が最も盛んに行なわれ

る4月25日にはその差は歴然とし，球根の肥大が

終了した5月25目には2区が最も良く肥大し中心

内仔球の平均重32．99を示し，続いて／区のろ1．ち

9で他区より群を抜いている。これに続いて3区

の29．ろ9，5区の2ア．89，4区の27．69であり，

26．39の6区が最も肥大が劣った。これは収量調

査を行なった6月25目においても同様の結果であ

った．そもそも球根生産の最終的目的は球根の収

量である．このような観点からすれぱ低温乾燥貯

蔵効果は2区が最も優れていたことになる．そし

てこれに次いで1区であり，ごの双方共に高温期

に入る前の7月20目より低温乾燥貯蔵に入ってお
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の貯蔵効果は極度に落ちてしまう．9月30目まで

低温乾燥貯蔵庫に置かれた1区よりも，最低温度

が15◎C程度を示す9月10目に室温に帰した2区

の方が・生育周期もより早く・収量に卸・ても優

り，その上に冷凍機の運転も20目間も早く終了す

ることが出未るのは甚だ効果的なことである、ご

のような結果からして低温乾燥貯蔵の実用的期間、

は，その年その年によって幾分の相違はあるが多

原則として梅雨あげの高温期に入るまでに低温乾

燥貯蔵庫に入れ，終了は最低温度が15◎C程度を

示す時期となったら搬出するようにすれぱ良いわ

げであるが，今後より一層判然とする基準を立て

るぺく研究を重ねる必要がある．

　5．母球及び仔球の炭水化物の消長（第6図）

力“

勿㌧
乃“
屈，　　’

　　　　　　　　　　　　　　　傲

　　　　　　　　　　　　　　〃

＼　　　　　　　〃

淑
駄
　　＼

昔
球

・、＼

〃

＼

へ
　　　　、1

φ

寓
件

瞭

1含　　ユ
ホ　　恋

　　第6図

　　z　　3　　斗　　　5　　谷
　ム　　あ　　あ　　歩　　出
母球及び仔球の炭水化物の消長

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu



一zz一 島根農科大学研究報告 第／0号　A　（1％2）

　夏季の球根貯蔵条件が炭水化物代謝に変化を及ぼすこ

とは諾氏によって報じられてい名．しかしながらその球

根を植付げて後迄影響牟あるか否かについては未だ明か

になされていない。筆者は掘取り調査でも明らかに区間

に生育の差を生じているので，おそらくその時期にも母

球内の炭一水化物の転化に差があり，また新しい球根の肥

犬に差があるので，当然炭水化物積蓄に差があるのでは

ないかと思われたので，一ケ月毎に母球及び仔球申の炭

水化物の消長について調査を行なった。母球内の炭水化

物は12月25日に新鮮重に対し約25％であるが，以後逐次

転化消耗され5月25目には2％程度となってしまうが，

案に相違して各処理区間にはっきりした傾向を掘むこと

は出未なかった．また新球根である中心内仔球について

も同様はっぎりとした処理区問差を見出すことは出来な

かった．こ牝は全炭水化物として調べたものであり，更

にこれを細分化レて調査せねばならぬことを示している

ものと思われる．

　　　　　　　　摘　　　　　　　要

　1）低温乾燥貯蔵の経済的期間を知るため。W1111am

pittを用い第1図の処理区分により貯蔵してその効果を

調べた．

　2）減量率では2区最も少なく，1区がごれに次い
だ．

　3）生育・収量共に2区最も優り，次いで1区であっ

た．

　4）母球及び仔球の炭水化物の消長について調べた

が，各処理区間にはっきりした傾向を見出すことは出来

なかった。

　5）本実験により低温乾燥貯蔵の実用的期間は，梅雨

あげに入る前に開始し，最低温度が／5．C程度の時期に

なっ’た時終了すれぱよい。
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